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「共生社会に向けた人間調和型情報技術の構築」 

 平成２１年度採択研究代表者 

 

河原 達也 

 

 

京都大学・学術情報メディアセンター・教授 

 

マルチモーダルな場の認識に基づくセミナー・会議の多層的支援環境 

 

 

§１．研究実施の概要 

本研究では、人間の知的活動の源泉ともいえる音声コミュニケーションをマルチモーダルな観

点で分析・モデル化した上で、セミナー・ポスター発表及び会議を対象として、リアルタイムに支援

したり、効果的なアーカイブ化を行うための情報環境を構築する。主な話者の発話内容を音声認

識して言語解析を試みるという従来のアプローチ（コンテンツに基づく処理）だけでなく、視線やあ

いづち・うなずきなどの聴衆の反応に着目した新たなアプローチ（インタラクションに基づく処理）を

導入する。 

第２年次の平成 22 年度では、ポスターボードとセミナー室を想定した共通的な基盤（プラットフ

ォーム）について設計を行い、マルチモーダルなデータの収集・アノテーションを進めながら、上記

の目標を実現するための要素技術に関する研究を本格的に開始した。具体的には、知能化ポス

ターボードを想定したカメラ群とマイクロフォンアレイを設計・試作し、参加者の発話を検出・強調し

たり、行動を検出・分類する方法を研究した。また、あいづちのパターンなどから、聴衆が関心を持

った箇所を推定し、ポスター会話において重要な区間（ホットスポット）を抽出できることを明らかに

した。さらに、衆議院の新会議録作成システムの試験運用において音声認識の評価を行った。 

 

 

§２．研究実施体制 

（１）京大グループ 

① 研究分担グループ長：河原達也 （京都大学・学術情報メディアセンター・教授） 

② 研究項目 

マルチモーダルな場の認識に基づくセミナー・会議の多層的支援環境 

具体的には、音声認識、映像処理、反応の認識、質問応答・情報推薦 

 

（２）奈良先端大グループ 

① 研究分担グループ長：鹿野清宏 （奈良先端科学技術大学院大学・情報科学研究科・教授） 

② 研究項目 

セミナー・会議のための音響・音声処理 

 

H22年度 

実績報告 
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§3．研究実施内容 

(文中の文献番号は（４－１）に対応) 

 

本研究では、人間の知的活動の源泉ともいえる音声コミュニケーションをマルチモーダルな観

点で分析・モデル化した上で、セミナー・ポスター発表及び会議を対象として、リアルタイムに支援

したり、効果的なアーカイブ化を行うための情報環境を構築する。主な話者の発話内容を音声認

識して言語解析を試みるという従来のアプローチ（コンテンツに基づく処理）だけでなく、視線やあ

いづち・うなずきなどの聴衆の反応に着目した新たなアプローチ（インタラクションに基づく処理）を

導入する。知能化したセミナー室やポスターボードを構築し、定例のセミナーやポスター発表会で

実証実験を行う。さらに、音声認識システムについては、衆議院の次期会議録作成システムで運

用して得られる大規模なデータ・知見をフィードバックすることで、音響モデル・言語モデル（辞書）

の高精度化を行い、幅広い話し言葉音声の書き起こしに供することができるようにする。 

本研究の概要を図１に示す。 

反応
（理解・関心）

音声認識

音響・音声
処理

映像認識

言語・知識
処理

聴衆の反応に基づく
アノテーション

理解の支援
関心に沿った提示

コンテンツに基づく
アーカイブ

（河原） （河原・黒橋）

（中村・松山）

（鹿野・河原）

［マルチモーダル・
フロントエンド処理］

［多層的
バックエンド処理］

図１： 本研究の処理の概要

（河原・
中村）

 

 

第２年次の平成 22 年度では、ポスターボードとセミナー室を想定した共通的な基盤（プラットフ

ォーム）について設計を行い、マルチモーダルなデータの収集・アノテーションを進めながら、上記

の目標を実現するための要素技術に関する研究を本格的に開始した。さらに、衆議院の新会議

録作成システムの試験運用において音声認識の評価を行った。 

具体的には以下の通りである。 
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○ 実験環境の整備とコーパス収集分析 

前年度に引き続き、実験環境の整備とコーパスの収集を進めた。 

(1) 実験室環境の整備：セミナー・ミーティング、電子掲示板によるポスター発表を行える環

境を整備した。特に、知能化ポスターボードについて、カメラなどのセンサ群を京大の研

究室に設置するとともに、奈良先端大でマイクロフォンアレイの設計と試作を行った。 

(2) コーパスの収集とアノテーション：前年度に収録したポスター会話について、あいづち・

うなずき・視線などの様々なアノテーションを引き続き行った。また、セミナーや講演等の

収録も多数行い、発話の書き起こしやスライドとの対応付けなどを行った。 

(3) マルチモーダル情報の分析・抽出と認知状態との関連付け：マルチモーダルな非言語

情報と認知状態について、特にポスター会話を対象として分析を行った。 

 

○ マルチモーダル認識及び情報支援に関する研究開発 

以下の要素技術に関する研究開発を行った。図１に研究全体の処理における位置づけと分

担を示している。 

(4) 音声認識：セミナーや講演・講義などの音声認識[文献 7]のために、話者や話題に対して

モデルを適応する方法を研究した。具体的には、講演の予稿やスライドのテキストから

発話の言語モデルを予測する方法を検討した。 

(5) 書き起こしの整形及び構造抽出：話し言葉の整形を行う方法について引き続き研究し

た。国会の会議録だけでなく、講演録や字幕の作成を想定して実装・評価を行った。 

(6) 聴衆を対象とした音響・音声処理：マイクロフォンアレイを用いて、ポスター会話中の発

話を分離・強調する方法を研究した。また、入力音声から発話区間を頑健に検出する

方法[文献 2]、及び残響を抑圧する方法[文献 3]について論文発表を行った。 

(7) 聴衆を対象とした映像処理：複数のカメラを用いて、聴衆の視線や反応（うなずき、ジェ

スチャーなど）を検出・認識する方法を研究した。また、ポスター会話の参加者間のイン

タラクションに関して、様々な行動を検出・分類し、ハイブリッドダイナミカルシステムを用

いて分析・モデル化した。 

(8) 聴衆の反応の認識：特定のパターンのあいづちを検出することにより、聴衆が関心を持

った箇所を推定し、ポスター会話中の重要な区間（ホットスポット）を抽出することができ

ることを明らかにした[文献 6]。 

(9) 質問応答及び情報推薦：話題や文脈に応じて関連した情報を検索し、提示する方法を

研究した。 

 

○ セミナー・会議の支援システムの構築と運用 

(10) 衆議院での音声認識システム運用：衆議院の新会議録作成システムの試験運用にお

いて、音声認識の評価を行った[文献１,5]。多数の審議について公式の会議録と照合した

結果、文字正解率で 89%を実現した。 
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